
小名浜パワー事業化調査㈱（仮称）小名浜火力発電所
環境影響評価準備書に対する勧告について

平成２ １年 ５月 ２ ８日

経 済 産 業 省

原子力安全 ・ 保安院

本日、電気事業法第４６条の１４第１項の規定に基づき、小名浜パワー事業化
調査㈱（仮称）小名浜火力発電所環境影響評価準備書について、小名浜パワー事
業化調査㈱に対し、環境保全の観点から勧告を行った。
勧告内容は別紙のとおり。

（参考）当該地点の概要

１．計画概要

・場 所：福島県いわき市小名浜字高山３４番地

・原動力の種類：汽力

・出 力：２０万ｋＷ×２基

２．これまでの環境影響評価に係る手続き

環境影響評価方法書受理 平成16年 6月10日

住民等意見の概要受理 平成16年 8月17日

福 島 県 知 事 意 見 受 理 平成16年11月12日

経 済 産 業 大 臣 勧 告 平成16年12月 6日

環境影響評価準備書受理 平成20年 7月 1日

住民等意見の概要受理 平成20年 8月28日

福 島 県 知 事 意 見 受 理 平成20年12月25日

勧 告 期 限 の 延 長 平成21年 3月27日

環 境 大 臣 意 見 受 理 平成21年 5月26日

問合せ先：電力安全課 吉田、河合

電話０３－３５０１－１７４２（直通）

０３－３５０１－１５１１（代表）

４９２１（内線）



別 紙

【小名浜パワー事業化調査㈱（仮称）小名浜火力発電所に対する勧告内容】

○温室効果ガス

１．本事業は、他の化石燃料と比べ二酸化炭素排出原単位の大きい石炭を燃料とし

ており、電気事業者を介して販売される電気の消費に伴う二酸化炭素排出量が増

加する可能性があることから、最高水準の設備の導入、バイオマス混焼率の拡大

等により、施設の稼働に伴う二酸化炭素排出量の実行可能な最大限の削減を図る

こと。

２．平成２０年７月２９日に閣議決定された「低炭素社会づくり行動計画」の趣旨を尊重

し、今後策定される中期目標に係る事業者の責務を果たすこと。

以上について、その検討結果等を評価書に記載すること。


